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　広島・長崎に原爆が投下され６８回目の夏が訪れます。ビキニ被爆、フクシマ原発被曝で私たちは４回もの放射能被害を受けました。「核兵器はいらない」これは人類共通の願いです。いま、国際政治の舞台では核兵器廃絶が焦眉の課題として位置づけられ、それに向かって努力が続いています。


　２０１０年ＮＰＴ再検討会議は、「核兵器のない世界の平和と安全を達成する」ことを加盟すべての国の合意としました。


　昨年の第６７回国連総会では「核兵器のない世界へ・核軍縮の約束履行を加速」する決議が１７５の国の賛成で可決しました。また、新しい動きとして核兵器の非人道性に焦点を当て核兵器の非合法化を求める運動も始まっています。


　この流れを作りだしたのは日本の被爆者とそれを支える国民の草の根の運動です。２０１５年ＮＰＴ再検討会議にむけ被爆国日本の運動をさらに大きく進めましょう。


　講演会を計画しました。みなさんの参加を呼びかけます。








　私たちはすべての国の政府に、すみやかに核兵器禁止条約の交渉を開始するようもとめます。という内容の「核兵器全面禁止のアピール」署名は２０１１年２月の開始以来２６０万筆を越えました。２０１２年５月ウイーンで開かれたのＮＰＴ再検討会議第１回準備委員会でアンゲラケイン国連軍縮上級代表に署名（１５４万筆）の目録を手渡しました。


　写真はアンゲラケイン国連代表に署名目録を渡す日本原水協高草木代表理事（左）と日本被爆者団体協議会田中事務局長(右


)２０１２年５月３日ウイーン








